
　工学部学生各位

工学部教務委員会

令和８年５月２１日

教育課程表への履修条件の追記について

化学・生命科学コースの教育課程表に、添付のとおり履修条件を追記する。



分　

類

必　

修
科　目　Ӹ

単
位
数

ᡵ　੉　ಅ　଺　数

ͳ 考
Ძ年次 Წ年次 Ჭ年次 Ხ年次

Э ࢸ Э ࢸ Э ࢸ Э ࢸ
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

共

通

教

育

科

目

初
年
次
科
目

ũ ૼ入ဃǻȟȊȸ᲻ 2 2 2

ũ ૼ入ဃǻȟȊȸ᲼ 2 2 2

ũ ƜƜǖƱͤࡍ 2 2 2

ũ スȝȸȄ 1 2 2

ᚘ　　ݱ　　 7 8 8

基

礎

科

目

英

語

ũ 英語í 1 4

ũ 英語î 1 4

ũ 英語ï 1 4

ũ 英語ð 1 4

数

学

ũ ᆢ分íࣇ 4 4 4

ũ ᆢ分îࣇ 2 2 2

ũ ዴ࢟ˊ数í 2 2 2

ũ ዴ࢟ˊ数î 2 2 2

ũ 情報Ȫテȩシȸ入門í 1 2

ũ 情報Ȫテȩシȸ入門î 1 2

ũ 社会力入門 1 2

ũ ჷ的ᝠင入門 1 2

ᚘ　　ݱ 18 12 12 10 10

未
来
思
考

支
援
科
目

ũ Beyond SDGs 1 2

ũ 未来思考Ȫテȩシȸ 1 2

ᚘ　　ݱ 2 2 2

教

養

科

目

主
題
探
究
型

科
目 2 2 2 2 2

学
問
分
野
別

科
目

ዮӳ分野

12

4 4 6 6 2 2
ʴ૨学分野

社会科学分野

ᐯ໱科学分野　

初修׎ٳ語 4 4 4 4

高
年
次

教
養
科
目

૨系主題科目

理系主題科目
教
員
免
許

に
関
す
る

科
目

スȝȸȄƱ教育

教Ꮀଐஜ׎ঙ法

ᚘ　　ݱ 14 4 4 8 8 8 8 4 4

専

門

教

育

科

目

工

学

共

通

基

礎

科

目

ũ 化学基礎í 1 2

ũ ཋ理基礎í 1 2

ũ 工学Ȫテȩシȸ�í 1 2

ũ 基礎情報科学 1 2

ũ 化学基礎î 1 2

ũ ཋ理基礎î 1 2

ũ 工学Ȫテȩシȸî 1 2

ũ 基礎ܤμ学 1 2

ũ 学ᢿ共通᬴ܱ 1 4 �3 ǇƨƸ �3

ũ 工学Ȫテȩシȸï 1 2

ũ 工学ǳȟȥȋǱȸシȧン 1 2 �3 ǇƨƸ �3

ũ 工学Ȫテȩシȸð 1 2

ũ 工学͒理・ჷᝠ・ǭȣȪǢÜȪテȩシȸí 1 2

ũ 工学͒理・ჷᝠ・ǭȣȪǢÜȪテȩシȸî 1 2

ũ 学ᢿ共通᳊᲼᳆ 2 3 3

ᚘ　　ݱ 16 8 8 8 2 2 2 3 3

化学・生命科学コース　年次別配当科目表

−41−



�分

�類

必

修
科　目　Ӹ

単
位
数

ᡵ　੉　ಅ　଺　数

ͳ 考
Ძ年次 Წ年次 Ჭ年次 Ხ年次

Э ࢸ Э ࢸ Э ࢸ Э ࢸ
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

専

門

教

育

科

目

専

門

入

門

科

目

力
学
系

ೞ఺基礎力学 2 2 2

ᡲዓ˳の力学 2 2 2

化学༏力学 2 2 2
シ
ス
テ
ム
・
デ
ザ
イ
ン
・

材
料
学
系

ೞ఺ƱǋのƮƘǓ 2 2 2

ငಅ基Ⴔ材料工学 2 2 2

ೞ఺Ʊᚨᚘ 2 2 2

໯ೞ材料化学 2 2 2

電気電܇材料 2 2 2

ೞ఺ь工学 2 2 2

電
気
系

基礎電ᄬ気学 2 2 2

ƘǒƠのɶの電気 2 2 2

デǸǿȫテǯȎȭǸȸ入門 2 2 2

ဃ˳Ҕ工学入門 2 2 2

情
報
学
系

ೞ఺ƱСࣂ 2 2 2

ᚨ分野のデǸǿȫ২ᘐ࡫ 2 2 2

情報ȍȃȈȯȸǯ 2 2 2

ǳンȔȥȸǿ工学入門 2 2 2

ȓǸȥǢȫǳンȔȥȸテǣンǰ 2 2 2

情報システムಒᛯ 2 2 2

数
理
系

情報数学 2 2 2

材料数学 2 2 2

ᄩྙ・ወᚘ学 2 2 2

化
学
系

ȗȭテǪǵイǨンス入門 2 2 2

基礎ஊೞ化学 2 2 2

ஊೞ工ಅ化学入門 2 2 2

化学・ဃԡ科学ಒᛯ 2 2 2

社
会
学
系

ਤዓӧᏡƳ社会౨᚛学 2 2 2

࿢ؾ・ǨȍȫǮȸ工学 2 2 2

ܱោ英語๫፼í 2 2 2

঺Ӫ࢟ם׎ 2 2 2

学ؾ࿢ྶע 2 2 2

ᚘ　　ݱ 62 62 62

専

門

基

礎

科

目

ũ 応用化学᬴ܱí 3 8 8

化学২ᘐ英語í 2 2 2

基礎ဃཋ学 2 2 2

ཋ理化学í 2 2 2

分ௌ化学í 1 2

໯ೞ化学 2 2 2

ஊೞ化学í 2 2 2

ဃ化学í 1 2

ဃ化学î 1 2

スȚǯȈȫᚐௌ๫፼ 2 2 2

ũ 応用化学᬴ܱî 3 8 8

分ௌ化学î 1 2

化学২ᘐ英語î 2 2 2

高分܇化学í 2 2 2

ཋ理化学î 2 2 2

ஊೞ化学î 2 2 2

分܇ဃཋ学 2 2 2

ǭȣȪǢ࢟঺ǻȟȊȸᲢ化学Უ 1 2

ݱ ᚘ 33 20 20 24 22
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応用化学実験Ⅰを履修済みの者に
限り履修可能

応用化学実験は、安全教育および基礎的実験技能の段階的習得を目的としている。
そのため以下の履修順序を必須とする。
応用化学実験Ⅰ → 応用化学実験Ⅱ → 応用化学実験Ⅲ
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線
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線



�分

�類

必

修
科　目　Ӹ

単
位
数

ᡵ　੉　ಅ　଺　数

ͳ 考
Ძ年次 Წ年次 Ჭ年次 Ხ年次

Э ࢸ Э ࢸ Э ࢸ Э ࢸ
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

専

門

教

育

科

目

専

門

応

用

科

目

化学工学í 2 2 2

分܇ኬᏘဃཋ学 1 2

ஊೞ化学ï 2 2 2

᣽܇化学 2

インǿȸンシȃȗᲢ化学Უ 1 2 ᨼɶᜒ፯

ũ 応用化学᬴ܱï 3 8 8

化学২ᘐ英語ï 2 2 2

高分܇化学î 2 2 2

化学˳׍ 2 2 2

電気化学 2 2 2

ဃཋ情報科学 2 2 2

ᢡˡ܇工学 1 2

化学工学î 1 2

ೞ֥分ௌ 2 2

ဃཋ工学 1 2

ũ 化学・ဃԡ科学๫፼ 1 2 2

高分܇化学ï 2 2 2

ᥴ˳化学 2 2 2

ஊೞ化学ð 2 2 2

ဃཋ学ࣇ 2 2 2

学îע 2 2 2 教育Ꮀ員免許ཞӕࠎࢽஓᎍのǈޗ修ӧ

ӳ঺ဃཋ学 1 2

ũ ᄂ究ᜒᛠ 2

ũ ҡಅᄂ究 6

ݱ ᚘ 46 32 26 16 14

ݱ ᚘ 79 20 20 24 22 32 26 16 14

ዮ ᚘ 198 28 28 80 74 24 24 34 32 42 36 23 21

卒業要件（計124単位以上）
Ƃ共通教育科目ƃ��単位ˌɥ
　初年次科目� ……………　必修�単位Ǜԃǉ�単位
　基礎科目� ………………　必修��単位Ǜԃǉ��単位
　未来思考支援科目� ……　必修�単位Ǜԃǉ�単位
　教養科目� ………………　��単位ˌɥŵƨƩƠŴ主題探൭型科目�単位ƓǑびƦの˂の教養科目のɶƔǒ

��単位ǛԃǉƜƱŵᲢƨƩƠŴƦの˂の教養科目ưƸž工学入門ſǛᨊƘŵᲣ

Ƃ専門教育科目ƃ��単位ˌɥ
　工学共通基礎科目� ………………………………　必修��単位Ǜԃǉ��単位
　専門科目Ტ専門入門科目Უ� ………………………　��単位ˌɥ
　専門科目Ტ専門基礎科目Ŵ専門応用科目Უ ……　必修科目Ǜԃǉ��単位ˌɥ

ƨƩƠŴ専門基礎科目Ɣǒ必修�単位Ǜԃǉ��単位ˌɥǛ
ӕࢽするƜƱŵ

Ფҡಅ଺に教育Ꮀ員免許ཞž理科ſǛӕࢽƠƨئӳにᨂǓŴž教育の基礎的理ᚐに関する科目ሁſžע学îſž理科
　　教育法Ძſž理科教育法ᲬſのƏƪ��単位ǇưǛҡಅに必ᙲƳ専門基礎科目ǇƨƸ専門応用科目にԃǊるƜƱ
　　ƕưƖるŵ

卒業研究履修要件
Ƃ共通教育科目ƃ
　初年次科目� ……………　必修�単位Ǜԃǉ�単位
　基礎科目� ………………　必修��単位Ǜԃǉ��単位
　未来思考支援科目� ……　必修Წ単位ǛԃǉᲬ単位
���教養科目� ………………　��単位ˌɥŵƨƩƠŴ主題探൭型科目�単位ƓǑびƦの˂の教養科目のɶƔǒ

��単位ǛԃǉƜƱŵᲢƨƩƠŴƦの˂の教養科目ưƸž工学入門ſǛᨊƘŵᲣ

Ƃ専門教育科目ƃ
　工学共通基礎科目� ………………………………　必修��単位Ǜԃǉ��単位
　専門科目Ტ専門入門科目Უ� ………………………　Ჲ単位ˌɥ
　専門科目Ტ専門基礎科目Ŵ専門応用科目Უ ……　žᄂ究ᜒᛠſžҡಅᄂ究ſˌٳの必修科目すǂƯǛԃǉ��単�

　位ˌɥ
ƨƩƠŴžཋ理化学íſž分ௌ化学íſž໯ೞ化学ſžஊೞ化学íſ

žဃ化学íſƔǒᲰ単位ˌɥǛԃǉƜƱŵ

è2��ᚡ᠍のμ教育ǳȸスに共通するදᚡ事項ǋ必ƣᄩᛐするƜƱ
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応用化学実験Ⅱを履修済みの者に
限り履修可能
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　工学部学生各位

工学部教務委員会

科 目 名

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

量子化学 4
１Ｑ開講
（週２コマ）

機器分析 4
２Ｑ開講
（週２コマ）

科 目 名

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

量子化学 2 2
前期開講
（週１コマ）

機器分析 2 2
前期開講
（週１コマ）

　１年 　２年 　３年 　４年
前 後前 後 前 後 前 後

週　授　業　時　数

令和7年 11月27日

教育課程表の開講時期の変更について

記

令和６、７年度入学者　教育課程表　化学・生命科学コース

備　考
分
類

必
修

単
位
数

化学・生命科学コースの教育課程表における下記科目の開講時期を変更する。

（変更前）

備　考
　１年 　２年 　３年 　４年

前 後 前 後 前 後 前

↓

後

専
門
教
育
科
目

専
門
応
用
科
目

2

2

分
類

必
修

単
位
数

週　授　業　時　数

2専
門
応
用
科
目

専
門
教
育
科
目 2

（変更前）



令和７年９月１０日 

  

工学部 令和６年度入学者  

（主に電気電子工学コース） 各位 

  

工学部事務課学務チーム  

 

履修の手引き（令和６年度入学者適用）の差し替えについて 

【第一級陸上無線技術士（電波法）／電気主任技術者（電気事業法）】 

  

履修の手引き（令和６年度入学者適用）の６．「その他の資格について」のうち、「第一級

陸上無線技術士（電波法）」（６３ページ）及び「電気主任技術者（電気事業法）」（６４ペー

ジ）について、下記の通り差し替えます。 



 

第一級陸上無線技術士（電波法）

　電気電子工学コースの卒業生で、在学中に次の関係科目を修得した者は、卒業の日から３年以

内に限り、国家試験の科目のうち「無線工学の基礎」を免除されます。

▼取得すべき授業科目等

令和６年度課程表 単位数 時間数

微積分Ⅰ　※１ 4 45(60) 必　修

線形代数Ⅰ　※１ 2 22.5(30) 必　修

線形代数Ⅱ　※１ 2 22.5(30) 必　修

微積分Ⅱ　※１ 2 22.5(30) 必　修

電気電子数学Ⅰ 2 22.5(30) 必　修

電気電子数学Ⅱ 2 22.5(30) 必　修

微分方程式 2 22.5(30)

情報数学　※３ 2 22.5(30)

材料数学　※３ 2 22.5(30)

確率・統計学　※３ 2 22.5(30)

応用数学Ⅰ　※４ 2 22.5(30)

応用数学Ⅱ　※４ 2 22.5(30)

統計解析　※４ 2 22.5(30)

応用数学Ⅲ　※４ 2 22.5(30)

微分方程式Ⅰおよび同演習　※５ 3 45(60)

微分方程式Ⅱ　※５ 2 22.5(30)

機械基礎力学　※３ 2 22.5(30)

連続体の力学　※３ 2 22.5(30)

化学熱力学　※３ 2 22.5(30)

流体力学Ⅰ　※６ 2 22.5(30)

材料力学Ⅰ　※６ 2 22.5(30)

物理基礎Ⅰ　※２ 1 11.25(15) 必　修

物理基礎Ⅱ　※２ 1 11.25(15) 必　修

電子物性 2 22.5(30)

放電物理 1 11.25(15)

プラズマエレクトロニクス 1 11.25(15)

電気磁気学Ⅰ 2 22.5(30) 必　修

電気磁気学Ⅱ 2 22.5(30) 必　修

基礎電磁気学　※３ 2 22.5(30)

電気電子工学演習Ⅰ 1 22.5(30) 必　修

電気電子材料　※３ 2 22.5(30)

電気機器Ⅰ 2 22.5(30)

電気機器Ⅱ 2 22.5(30)

半導体工学 2 22.5(30)

電子デバイス 2 22.5(30)

電気電子工学演習Ⅱ 1 22.5(30) 必　修

アナログ電子回路 2 22.5(30)

ディジタル電子回路 2 22.5(30)

電気回路Ⅰ 2 22.5(30) 必　修

電気回路Ⅱ 2 22.5(30) 必　修

過渡現象 2 22.5(30)

くらしの中の電気　※３ 2 22.5(30)

送配電工学 2 22.5(30)

制御工学 2 22.5(30)

高電圧工学 2 22.5(30)

電気電子工学実験Ⅰ 2 60(60) 必　修

電気電子工学実験Ⅱ 2 60(60) 必　修

電気電子工学実験Ⅲ 2 60(60) 必　修

電磁波工学 1 11.25(15)

無線工学 1 11.25(15)

電気電子計測 2 22.5(30)

※　１　共通教育科目

※　２　工学共通基礎科目

※　３　専門入門科目

※　４　コンピュータ科学コース、応用情報工学コースの専門基礎、専門応用科目

※　５　材料デザイン工学コースの専門基礎科目

※　６　機械工学コース、知能システム学コースの専門基礎科目

　注　1 コマが90 分の授業科目については、90/120 により実時間に換算した時間数を記載している。

　　　（カッコ内の数字は、シラバスの単位に応じた時間数を記載）

　　　「認定基準に規定する科目」ごとに、各授業科目の実時間数の合計が備考欄に指定された時間数以上

　　　となるように取得すること。

（主務官庁　総務省）

105時間以上の単位を

取得すること。

120時間以上の単位を

取得すること。

90時間以上の単位を

取得すること。

120時間以上の単位を

取得すること。

180時間以上の単位を

取得すること。

認定基準に

規定する科目

( 令和６年４月入学、令和１０年３月卒業者から対応)

卒業生が履修する科目並びに時間

210時間以上の単位を

取得すること。

基

礎

専

門

教

育

科

目

電気磁気

測定

電気回路

半導体及び

電子管

並びに

電子回路の

基礎

電気磁気学

物　　理

卒業要件の選択

必修の別

 備　　考

数　　学



 

電気主任技術者（電気事業法）

　電気電子工学コースの卒業生で在学中に必修科目全てを含む次の関係科目を修得し、卒業後

５万ボルト以上の電気工作物の工事、維持又は運用の経験が５年以上の場合は、第一種電気主任

技術者、１万ボルト以上の電気工作物の工事、維持又は運用の経験が3 年以上の場合は、第二種

電気主任技術者免状取得の資格が得られます。

▼取得すべき授業科目等

Ⅰ . 資格試験免除のための必要な単位数

① 電気工学又は電子工学等の基礎 17単位以上

② 発電、変電、送電、配電及び電気材料 7単位以上

③ 電気機器、応用、自動制御、情報伝送 10単位以上

④ 法規 1単位

⑤ 電気実験、電気実習 6単位以上 　注）　②と④は合算した単位数が

⑥ 電気電子機器設計、製図 2単位以上 　　　　 8 単位以上を満足すれば

合　　　　計 43単位以上 　　　　よいものとする。

Ⅱ . 各区分に対応する授業科目

①電気工学又は電子工学等の基礎　（17 単位以上）

必　修 授　業　科　目　 単　位

◎ 基礎電磁気学　※ 2

◎ 電気磁気学Ⅰ 2

◎ 電気磁気学Ⅱ 2

◎ 電気回路Ⅰ 2

◎ 電気回路Ⅱ 2

◎ 過渡現象 2

◎ 電気電子計測 2

半導体工学 2

電子デバイス 2

電子物性 2

アナログ電子回路 2

ディジタル電子回路 2

②発電、変電、送電、配電及び電気材料（6 単位以上）

必　修 授　業　科　目　 単　位

◎ 発変電工学 2

◎ 送配電工学 2

放電物理 １

プラズマエレクトロニクス １

高電圧工学 2

電気電子材料　※ 2

③電気機器、応用、自動制御、情報伝送（10 単位以上）

必　修 授　業　科　目　 単　位

◎ 電気機器Ⅰ 2

◎ 電気機器Ⅱ 2

◎ 制御工学 2

◎ パワーエレクトロニクス 2

無線工学 １

情報理論（電気） 2

アナログ通信 2

ディジタル通信 2

通信工学概論 2

くらしの中の電気　※ 2

④法規（１単位以上）

必　修 授　業　科　目　 単　位

◎ 電気法規及び施設管理 2

⑤電気実験、電気実習（6 単位以上）

必　修 授　業　科　目　 単　位

◎ 電気電子工学実験Ⅰ 2

◎ 電気電子工学実験Ⅲ 2

電気電子工学実験Ⅱ 2

電気電子工学演習Ⅰ １

電気電子工学演習Ⅱ １

⑥電気電子機器設計、製図（2 単位以上）

必　修 授　業　科　目　 単　位

電気機器設計製図 2

（注）　※印の付されている授業科目は「専門入門科目」です。

（主務官庁　経済産業省）



　工学部学生各位

工学部教務委員会

　　　科　　　目　　　名

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

船舶工学入門 2 2
専門応用から専門
基礎へ分類変更・
科目名変更

海洋工学入門 2 2
専門応用から専門
基礎へ分類変更

船舶性能入門 2 2
専門基礎へ分類変
更のため、削除

海洋工学入門 2 2
専門基礎へ分類変
更のため、削除

海事技術 2 2 追加

基礎材料強度学 2 追加

船舶性能基礎 2 追加

※平成30年度～令和4年度入学生については、「船舶工学入門」を「船舶性能入門」の読替科目とする。

1

2

2

2

2

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

前 後

2

1

専
門
応
用
科
目

前 後 前 後 前 後
分
類

必
修

単
位
数

　　　週　授　業　時　数

備　考
　１年 　２年 　３年 　４年

令和６年12月20日

教育課程表への科目の追加・科目名変更・分類変更について

記

令和6年度入学者　教育課程表　機械工学コース・知能システム学コース

機械工学コース・知能システム学コースの教育課程表に下記の科目の追加・削除を行う。



　工学部学生各位

工学部教務委員会

　　　科　　　目　　　名

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
専
門
基
礎
科
目

放電物理 1 1

専
門
応
用
科
目

プラズマエレクトロニクス 1 1

（変更前）

高電圧プラズマ工学

（変更後）

高電圧工学

※2019年度～令和５年度入学者については、高電圧工学を高電圧プラズマ工学の読替科目とする。

また、電気電子工学コースの科目名を下記の通り変更する。

1

1

令和６年度入学者　電気電子工学コース専門応用科目

前 後 前 後 前 後
分
類

必
修

単
位
数

　　　週　授　業　時　数

専
門
教
育
科
目

備　考
　１年 　２年 　３年 　４年

前 後

※網掛けはクォーター科目を表す。

令和６年５月16日

教育課程表への科目の追加・科目名変更について

記

令和６年度入学者　教育課程表　電気電子工学コース

電気電子工学コースに下記科目を追加する。


	T6バインダー3
	（掲示用）1127_応化‗開講時期の変更について - コピー
	掲示用 (4)

	第２回教務委員会　配布資料
	バインダー1
	バインダー1
	（案）R6履修条件の追記について
	risyu_r06_rev3.1 (2)





	risyu_r06_notice_rev2
	履修の手引き（令和６年度入学者適用）の差し替えについて_工学部HP_20250910
	risyu_r06_notice_rev1




